
函館工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 現代文
科目基礎情報
科目番号 0124 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 社会基盤工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 『ちくま評論入門二訂版』（筑摩書房）、『ちくま文学講読　上級編』（筑摩書房）、国語辞典（電子辞書も可）、国
語便覧（１年次に購入したもの）

担当教員 鳴海 雅哉
到達目標
1.論理的文章の読解や文学的文章の鑑賞を通して、豊かな心情と視野の広い人間性を培う。
2.人間や社会・自然等に対して問題点を見出し、それに対する思考を深める力を養うと同時に、その考えを適切にまとめ、他者と討論できるよ
うにする。
3.幅広く言葉を覚えるとともに、言葉に対する感性を磨き、適切に表現活動ができるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 漢字や語句の意味・用法を理解し
、言語生活に応用できる。

漢字や語句の意味・用法を理解で
きている。

漢字や語句の意味・用法を理解で
きていない。

評価項目2 作品の背景、論理などを的確に理
解し、深く鑑賞できる。

作品の背景、論理などを理解でき
る。

作品の背景、論理などを理解でき
ていない。

評価項目3
作品を通して人間・社会・自然に
ついて、自分の考えを述べられる
。

作品を通して人間・社会・自然に
ついて、自分の考えを持つことが
できる。

作品を通して人間・社会・自然に
ついて、自分の考えを持ったり、
意見を述べることができない。

学科の到達目標項目との関係
函館高専教育目標 D 函館高専教育目標 E
教育方法等

概要

本科目は、1～3年時の国語関係科目の内容を踏まえ、さらに難易度の高い論理的文章や文学的文章を読んで、日本や世
界における現代的論点を理解し、それらについて自分の意見を考えたり、述べたりできるようになることを到達目標と
します。また、授業中に提示する課題等により、現代日本語の運用、語句の意味、常用漢字、慣用句などの知識を適切
に活用した文章を書けるようになることも目標とします。
（留学生向け）なお授業内容は公知の情報のみに限定されています。

授業の進め方・方法

・学生諸君は事前に取り上げる文章を読んでおき、授業で教員による解説を聞き、それをノートをとりながら読解・理
解を深めていきます。
・授業前、授業後に課題を課すことにより、擬似的ではあるが双方向の授業をします（時間に余裕があればグループワ
ークも実施しますが、なかなか実施できないと思います）。
・課題、試験ともに「記述トレーニング」となることを意識しています。日頃から「文章を書く」ということを意識し
、書く練習・読む練習をしてください。

注意点

1．文章内容を受動的に理解するのではなく、常に問題点を意識して読む姿勢であること。
2．知り得た知識を授業内外で活用しようという姿勢であること。
3．他人の意見を正確に聞き、かつ自分の考えを適切に表現しようとする姿勢であること。
4．ジャンルを問わず読書をし、言語感覚と思考力を磨こうとする姿勢であること。（新聞を読むのも良い）
5．状況に応じて、授業計画以外の教材を扱うこともある。
6．携帯電話等、授業に不要な物を使用していた際には、没収及び減点等の処置をとる。
JABEE教育到達目標評価：定期試験60%（D-1）、小テスト20%（D-1）、課題20%（E-2）
※成績は自分で計算できるようにしている。返却された定期試験点及び小テスト点は各自で覚えておくこと。課題につ
いても各自で提出・未提出を把握しておくこと。試験点数及び課題未提出回数の問い合わせは拒否する。
※小テスト及び試験が未記名であったり、不備が認められる場合は採点をしない（0点となる）。問いの指示に従ってい
ない場合も採点をしない、または減点とする。また、解答用紙における字が乱雑であると認められる場合は減点か不正
解扱いとする。その他試験に関する注意事項は問題用紙に記載することとする。
※この科目は留学生も受講する。留学生が取り組む課題は日本人学生と同じものだが、小テスト及び試験は留学生用の
ものを用意する。
※授業は備忘のためにTeams録画するが、ここにつなげたからといって「遠隔による出席」とすることはしない。
※提出課題が不備であったり、取り組み不足（受講のための一式を忘れる、ノートを取ろうとしない等）が感じられた
りする場合は減点または0点とする。当然、課題および試験の白紙提出は「やる気無し」と判断し、不合格とするという
ことである。
※小テスト及び定期試験の点数が6割を下回った者については再試験を実施する。ただし、小テスト及び定期試験を無断
で欠席した者（特別欠席は除く）、白紙提出の者の再試験は実施しない。原則として「申し出制」（受けたいと連絡す
ること）とし、適切な時期に連絡したり受験したりすることを怠った場合は再試験を受けられないこともあり得る。
※再試験を自分の判断で欠席した者（結果として合格点になるだろうという見通しの末、不合格となったりする）への
配慮はしない。また、連絡（基本的にTeamsによる連絡）を見落としたことによる再試験の欠席及び課題未提出も配慮
しない。
※特別欠席で小テストや定期試験を受験できなかった場合は追試験を受けることができるが、原則として「申し出制」
（自分から事情を述べて受けたいと申し出ること）とし、適切な時期に連絡したり受験したりすることを怠った場合は
追試験を受けられないこともあり得る。
※課題未提出については配慮しない。事情にもよるが後日提出を受理したとしても、合格点となることを保証しない。
※最終成績については、小数点以下を切り捨てる。極端なことをいえば、59.999点でも不合格とする。配慮はしない。
※課題の提出が設定の半分に満たない場合、試験点及び小テスト点のみで合格点に達していたとしても不合格とする
（受講の意志がないものと判断する）。
※返却した答案については、いかなる理由があろうとも再発行しない。教務資料としてPDF保存するが、それを学生に提
供することはしない。ただし、追・再試験の関係で答案返却が適切な時期にできなかった場合はPDFによる返却もありう
るが、それは特例とする。
※小テスト・本試験ともに、原則として資料の持ち込みを許可しているが、「他者の答案・そのコピー・他者作成の資
料」等の、自分の手で作ったのではない資料の持ち込みが発覚した場合は、当該学生は資料を閲覧しながらの試験受験
を認めない。
※本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題
・テスト等のための学修）を併せて90時間である。自学自習の成果は課題によって評価する。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標



後期

3rdQ

1週
ガイダンス(0.5h)
内山節「知性」・山崎正和「学校教育はなぜ必要なの
か」

授業の内容や進め方を理解することができる。
語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。

2週 高橋源一郎「話しかけることば」・大澤真幸「未来の
他者と連帯する」

語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。

3週 中島敦「山月記」 語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。

4週 若林幹夫「『誰か』の欲望を模倣する」 語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。

5週 夏目漱石「こころ」①
語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。
作者と時代背景について理解できる。朗読できる。

6週 夏目漱石「こころ」②
小テスト①

語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。
作者と時代背景について理解できる。朗読できる。
これまでの内容を理解できている。

7週 多和田葉子「国境を越えることば」
語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。
作者と時代背景について理解できる。朗読できる。

8週 後期中間試験 これまで読んだ作品について理解できる。

4thQ

9週
答案返却、解答解説(1h)
※詩・短歌・俳句・川柳（江戸川柳・サラリーマン川
柳・シルバー川柳）①

間違った箇所を理解できる。
短歌や俳句、川柳について理解できる。
語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。

10週 ※詩・短歌・俳句・川柳（江戸川柳・サラリーマン川
柳・シルバー川柳）② 短歌や俳句、川柳について理解できる。

11週 上野千鶴子「生き延びるための思想」 語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。

12週 藤田省三「現代文明へのレクイエム　松に聞け」 語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。

13週 小テスト② これまでの内容を理解できる。

14週 鷲田清一「『つながり』と『ぬくもり』」 語句や語彙を正確に理解し、的確に内容を理解し、自
分の意見を持てる。

15週 学年末試験 これまで読んだ作品について理解できる。

16週 答案返却、解答解説(1h)
今後の生活における「国語」について(1h)

間違った箇所を理解できる。
これからの生活においての「国語の力」について理解
できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 国語 国語

論理的な文章(論説や評論)の構成や展開を的確にとらえ、要約で
きる。 3

後2,後6,後
7,後8,後
9,後11,後
12,後13,後
14,後15,後
16

論理的な文章(論説や評論)に表された考えに対して、その論拠の
妥当性の判断を踏まえて自分の意見を述べることができる。 3

後2,後6,後
7,後8,後
9,後11,後
12,後13,後
14,後15,後
16

文学的な文章(小説や随筆)に描かれた人物やものの見方を表現に
即して読み取り、自分の意見を述べることができる。 3

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
8,後10,後
13,後15,後
16

常用漢字の音訓を正しく使える。主な常用漢字が書ける。 3

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後8,後
9,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15,後16

類義語・対義語を思考や表現に活用できる。 3

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後8,後
9,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15,後16

社会生活で使われている故事成語・慣用句の意味や内容を説明で
きる。 3

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後8,後
9,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15,後16



専門の分野に関する用語を思考や表現に活用できる。 3

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後8,後
9,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15,後16

評価割合
試験 小テスト 課題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
基礎的能力 40 10 10 0 0 0 60
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 20 10 10 0 0 0 40


